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仙北市立角館中学校 学校報

平成３０年９月２６日(水) No.2５

全県駅伝、男子第５位入賞、女子第８位入賞
応援ありがとうございました！

2018全県駅伝競走大会は、９月22日(土)に開会式があり、翌23日(日)
に競技が行われました。
田沢湖駅伝の男子準優勝、女子４位入賞を達成してから３週間余り、

駅伝部はこの間も毎日練習を積み重ねてきました。
大会当日は、練習の成果を見事に発揮し、男子は参加３３チーム中第

５位、女子は参加３２チーム中第８位といずれも見事に入賞を果たしま
した。
学校対抗の駅伝では、常にその日のベストメンバーで争うことになり

ます。直前のタイムによっては当日はリザーブになることもありますが、
今回の大会も、リザーブ選手の心からの応援とサポート、これに応える

選手の力走があり、見事な成績を残すことができました。大会後にあふれ出た生徒の言葉
と涙を紹介します。
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★ケガのため２年生の時から思うような走りができず、選手としてレースに出ること
はできなかった。今回のレース前、「今、自分にできることは何だろう」と自分に
問いかけ、選手一人一人のために願いを込めたミサンガを作った。その思いが届き、
その思いで結ばれたチームの激走に思わずあふれ出た涙。

★伝統の駅伝部の主将を引き継ぎ、その重さに苦しみながらも仲間とともに今日の日
を迎えることができた感動の涙。

★日々の練習の苦しさに、何度も投げだしそうになったけれど、この仲間とならばそ
れを乗り越えていけると決意し、毎日グランドに向かった。自分を支えてくれた仲
間への感謝の涙。

★田沢湖駅伝では選手だったが、今回はリザーブになった。しかし、チームのために
全力で応援できた。それを振り返った時に流れ出た涙。

★これまでのレースでは不本意な成績だったが、今回は見事な走りでチームの順位を
上げることができた。その感涙。

★駅伝部で初めて後輩と共に切磋琢磨する場に立ち、そのうれしさと先輩としての責
任感から辛い練習も乗り越えられた自覚の涙。

★この仲間と出会えて良かった。この仲間と辛い練習を乗り越えて良かった。駅伝部
で良かった。そんな自分と仲間の頑張りに対する賞賛の涙。やった者にしか流せな
い熱い涙。

昨年も「苦しい時に、人はその真価が問われる。」という言葉を思い浮かべました。レ
ースではそれぞれが苦しさの中で、最高の頑張りを見せてくれました。自分は走ることが
できないけれど、毎朝選手より早くグランドに来て、走路を整備し、用具を準備し、懸命
に声をかけて選手を支えたマネージャーもチームを支えてくれた大事なチームの一員で
す。そして「走りたい。しかし、自分は出場できない。でも自分にできることを精一杯や
ろう」と思い、その思いを行動で示して
くれた生徒。これが彼の真価だと思いま
した。
駅伝は、チームとしての走力を競うも

のです。同時に、他の競技と同様に、あ
るいはそれ以上にチームの人間力を競う
ものでもあります。角中駅伝部員は、走
ることを通して人間力を大きく成長させ
ました。

男子駅伝部 主将 Ｗ．さん

今大会の練習は、田沢湖駅伝の練習よりも苦しいものでしたが、仲間と乗り越える
ことができました。胤人さんが選手全員にミサンガを作ってくれて、本番では一人一
人が順位をあげ、たすきをつなぐことができました。男子、女子ともに入賞すること
ができて本当によかったです。
女子駅伝部 主将 Ｓ．さん

田沢湖駅伝が終わり、もっと練習がきつくなりました。全県駅伝前に胤人さんが一
人一人にミサンガを作ってくれました。そのおかげでもっとチームがまとまりました。
辛い時もこの仲間がいたから乗り越えることができました。
男子第５区 区間賞(区間 第１位) Ｆ．さん

この大会で男子５位、女子８位という成績を残せてよかったです。今まで朝練や放
課後練習を頑張ってきた成果が出たと思います。

角中駅伝部は、この後１０月１０日(水)に行われる美郷新人駅伝に向けて、さらに練習
に励みます。このあとも、応援をお願いいたします。
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応援ありがとうございました！

※記録の上段は区間順位と区間タイム、下段は累計順位と累計タイム

男女結果(８位入賞校)
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おめでとう！ 東北大会優勝！
全国大会出場権獲得！

９月２３日(日)に行われた「2018東
北 Jr 空手拳法選手権大会」「男子中学
生、上級(中量級)」で、３年Ｂ組のＩ．
さんが見事に優勝の栄光に輝きまし
た。賞状・全国大会出場の認定証と併
せてＩ．さんのコメントを紹介します。

今までずっと勝てなかった僕が、全
国大会予選で優勝するために、１戦、
１戦心折れることなく戦うことができ
てよかったと思っています。この大会
の予選優勝は、あくまでも通過点だと
思っているので、気を抜かずに、２月
に大阪で行われる「ＷＫＯジャパンア
スリートカップ」での優勝を目指して、
これからの稽古も頑張りたいと思いま
す。

おめでとう！
最優秀賞・優秀賞受賞！！
９月２５日(火)に行われた「第５３

回大曲仙北児童生徒理科研究発表会」
で発表した科学部の４つのチームのう
ち、２つの研究チームが最優秀賞を、
同じく２つの研究チームが優秀賞を受
賞しました。
それぞれの受賞者と研究チームの代

表のコメントを紹介します。

■最優秀賞受賞
・研究題「レタスの種の発芽と光の関係」
Ｙ．さん(3A)、Ｏ．さん(3D)
私たちは、「レタスの発芽と光の関

係」という研究で最優秀賞をいただき
ました。いままで地道に研究してきた
成果が出たと思います。１１月には県
大会で発表します。多くの課題を見つ
けたので県大会に向けて努力していき
たいと思います。〈Ｙ．さん(3A)〉

■最優秀賞受賞
・研究題「秋田駒ヶ岳の噴火と岩石の性
質の関係」
Ｋ．さん(3D)、Ｎ．さん(1B)、
Ｋ．さん(1A)、
僕たち岩石班は、駒ヶ岳の噴火につ

いて調べました。先輩方が過去に行っ
ていた実験を基に研究してきました。
発表では、どんな質問にもはっきりと
答えられるように気をつけました。県
大会での発表でも頑張りたいです。

〈Ｋ．さん(3D)〉

■優秀賞受賞
・研究題「玉川毒水中和法 ～田沢湖に
再びクニマスを～」
Ｋ．さん(3D)、Ｔ．さん(3A)
今回の大会では、皆に伝わりやすく、

また、はっきりと発表できたのでよか
ったです。惜しくも最優秀賞を受賞す
ることは出来ませんでしたが、自分た
ちの出来ることは、しっかり出来たと
思うのでよかったです。

〈Ｋ．さん(3D)〉

■優秀賞受賞
・研究題「硫酸銅の結晶を育てたらどうな
るのか」
Ｔ．さん(2A)、Ｔ．さん(2A)、
Ｍ．さん(2A)、Ｗ．さんさん(2A)、
Ｓ．さん(2C)、Ｉ．さん(2D)、
Ｏ．さん(2D)
僕たち二年生は、硫酸銅の結晶につ

いて研究しました。最優秀賞には届き
ませんでしたが、チームメイトと心を
一つにし、力を出し切れたと感じてい
ます。〈Ｔ．さん(2A)〉

※賞状は後日紹介します。


